
利用学習計画書 
 

平成２５年４月５日 

担当 第６学年 佐々木 直子 

１ ねらい 

  本物の遺跡を見て感じて体験活動に取り組むことを通して歴史学習に対する意欲と理

解を深めるとともに狩猟・採取の生活について分かるようにする。 

 

２ 評価 

  意欲的に見学・体験活動に取り組むことができたか。 

 

３ 学習活動について 

教科名：社会科 単元名：歴史博物館に行ってみよう  

身につけさせたい力：意欲的に体験活動に取り組み歴史学習の理解を深めようとする。 

 

４ 事前指導 

・縄文の村の様子をつかむ・・竪穴式住居や狩猟採集活動について知る 

・地底の森、縄文の森の展示物や内容について理解し見学の見通しを持つ。 

 

５ 当日指導（活動）内容 

（１）地底の森ミュージアム 

１）見学学習：学習ノートを活用しながら全体で館職員の説明を聞いて学習する。 

学習ノートを用いて個別に自主学習 

２）体験活動（石器作り） 

（２）縄文の森広場 

１）体験学習：全員で石のアクセサリー作りを実施 

     全体を半分に分けて時間差で火おこし体験を実施 

２）見学学習：（火おこし体験順番待ちの間に）探検シートを用いて判別に自主学習 

 

６ 事後指導 

帰宅後宿題でワークシートを記入し、その後授業で壁新聞の作成・掲示  
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利用学習報告書 
 

平成２５年４月１８日 

担当 第６学年 佐々木直子 

１ 事後指導について 

（１）実施日 

・平成２５年度４月１７日（水）家庭学習 

・平成２５年度４月１８日（木）２校時 

（２）主な内容 

・宿題としてしおりに学習のまとめを行った 

・社会科の授業で「校外学習新聞」を作った 

 

２ 送付するデータ 

（１）児童生徒の感想（３点 ３名分） 

地底の森ミュージアムでは２万年前の木の根っこや焚火をした後なのがちゃん

と残っていてすごいと思いました。あの場所に森があったと思うと驚きです。縄

文の森広場では竪穴式住居を保存するために住居の中で火を焚いていたことが

分かりびっくりしました。（N 子） 

 

２万年前の富沢遺跡の当時の人たちの生活や森の跡などがみれておもしろかっ

たです。火起こしを通して学んだことは、マッチもライターもないので木の棒を

回して火をつけたけどなかなか火がつかなくて縄文人は大変だったんだと思い

ました。（S 男） 

 

旧石器時代は狩りをしたり寒い所に住んでいてとっても大変だったのがわかっ

た。ご飯がシカのあぶりだけっていうのがすごいと思いました。勾玉作りをして

の感想はハート形にしたらむずかしかったけどできたらやりがいがありました。

（T 子） 

 

（２）教師の感想（1 点） 

旧石器時代、縄文時代の遺跡に触れ歴史学習に対して意欲を高めることができた。

学習カードが大変有効で理解を深めることができた。石器作りや火おこしなどの

体験活動に真剣に取り組み縄文人の知恵と工夫の素晴らしさに気づくことがで

きた。両施設とも展示・体験メニューに工夫がなされていて学習効果が高まった。   

 

 



（３）児童生徒の作成資料のデータ（新聞 3 枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


